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こ
の
た
び
福
知
山
市
議
会
発
足　

周
年
を

70

記
念
し
て
、
特
集
号
を
発
刊
す
る
に
あ
た
り

挨
拶
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
ま

ず
も
っ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
福
知
山
市
は
昭
和　
12

年
に
市
制
を
施
行
し
て
以
来
、
幾
多
の
合
併

を
経
て
、
平
成　

年
１
月
の
「
平
成
の
大
合

18

併
」
に
よ
り
現
在
の
福
知
山
市
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
本
市
は
区
画
整
理
事
業
・
下

水
道
事
業
・
農
業
基
盤
整
備
事
業
・
農
村
活

性
化
事
業
な
ど
に
先
進
的
に
取
り
組
み
、
幾

多
の
困
難
を
克
服
し
な
が
ら
北
近
畿
の
中
核

都
市
と
し
て
の
地
歩
を
確
立
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

平
成　

年
で　

周
年
を
迎
え
た
本
市
の
輝

19

70

か
し
い
歴
史
は
、
郷
土
の
発
展
を
願
っ
た
諸

先
輩
方
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
果
で
あ
り
ま

す
。
現
在
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
こ
の
こ
と

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
将
来
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

私
ど
も
市
議
会
議
員
は　

周
年
を
契
機
に

70

市
民
の
代
表
と
し
て
の
自
覚
を
再
認
識
し
、

今
後
の
地
方
自
治
の
振
興
と
市
政
の
発
展
に

全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と

も
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
平
成　

年　

月
定
例
市
議
会
で

19

12

議
員
定
数
特
別
委
員
会
の
設
置
を
議
決
し
、

次
期
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
新
た
な
議
員

定
数
で
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
全
議
員
が

今
の
任
期
中
、「
北
近
畿
の
都　

福
知
山
」
発

展
の
た
め
に
切
磋
琢
磨
さ
れ
る
こ
と
を
念
じ

て
、
特
集
号
発
刊
に
あ
た
っ
て
の
こ
と
ば
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

福知山市議会

議　長

加　藤　弘　道

発
刊
に
あ
た
っ
て
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（２７番）
芦 田 弘 夫

（１５番）
谷 口　 守

（２８番）
加 藤 弘 道

（１６番）
高 宮 辰 郎

歴代議長
退任年月日就任年月日氏　　　名歴順
Ｓ ５５．５．１４Ｓ ５４．５．２３大 柿 範 三 郎２７代
Ｓ ５７．５．１８Ｓ ５５．５．１４牧 野 清 人２８代
Ｓ ５８．４．３０Ｓ ５７．５．１８大 柿 範 三 郎２９代
Ｓ ６０．５．２１Ｓ ５８．５．１７荒 木 信 一３０代
Ｓ ６２．４．３０Ｓ ６０．５．２１家 元 丈 夫３１代
Ｈ 元．５．２６Ｓ ６２．５．１８荒 木 信 一３２代
Ｈ ３．４．３０Ｈ 元．５．２６大 西 重 安３３代
Ｈ ４．５．１４Ｈ ３．５．２０堀　 象 二３４代
Ｈ ５．１．１９Ｈ ４．５．１４牧　 　 功３５代
Ｈ ７．４．３０Ｈ ５．２．１９堀　 象 二３６代
Ｈ ８．５．２０Ｈ ７．５．１７森 田 幸 雄３７代
Ｈ ９．５．９Ｈ ８．５．２０荒 木 治 清３８代
Ｈ １０．５．１３Ｈ ９．５．９松 原 忠 一３９代
Ｈ １１．４．３０Ｈ １０．５．１３塩 見　 仁４０代
Ｈ １３．５．１４Ｈ １１．５．１９４１代
Ｈ １４．５．１５Ｈ １３．５．１４永 田 時 夫４２代
Ｈ １４．５．２８Ｈ １４．５．１５武 田 光 正４３代
Ｈ １５．４．３０Ｈ １４．６．２１塩 見　 仁４４代
Ｈ １６．５．１７Ｈ １５．５．１９立 道 正 規４５代
Ｈ １７．５．１９Ｈ １６．５．１７井 上 重 典４６代
Ｈ １８．５．１９Ｈ １７．５．１９４７代
Ｈ １９．４．３０Ｈ １８．５．１９小 野 喜 年４８代

Ｈ １９．５．１６加 藤 弘 道４９代

歴代副議長
退任年月日就任年月日氏　　　名歴順
Ｓ ５２．５．２０Ｓ ５０．５．２０大 柿 範 三 郎２７代
Ｓ ５４．４．３０Ｓ ５２．５．２０前 田 一 市２８代
Ｓ ５５．５．１４Ｓ ５４．５．２３家 元 丈 夫２９代
Ｓ ５５．７．２６Ｓ ５５．５．１４井 上　 優３０代
Ｓ ５７．５．１８Ｓ ５５．８．８高 山 哲 雄３１代
Ｓ ５８．４．３０Ｓ ５７．５．１８片 山　 實３２代
Ｓ ６０．５．２１Ｓ ５８．５．１７高 橋 昭 治３３代
Ｓ ６２．４．３０Ｓ ６０．５．２１駿 河 經 敏３４代
Ｈ 元．５．２６Ｓ ６２．５．１８芦 田　 實３５代
Ｈ ３．４．３０Ｈ 元．５．２６堀　 象 二３６代
Ｈ ４．５．１４Ｈ ３．５．２０松 原 忠 一３７代
Ｈ ５．５．１２Ｈ ４．５．１４塩 見 仁 一 郎３８代
Ｈ ７．４．３０Ｈ ５．５．１２大 槻 成 男３９代
Ｈ ８．５．２０Ｈ ７．５．１７荒 木 治 清４０代
Ｈ ９．５．９Ｈ ８．５．２０梅 原 万 喜 三４１代
Ｈ １０．５．１３Ｈ ９．５．９武 田 光 正４２代
Ｈ １１．４．３０Ｈ １０．５．１３西 川 由 也４３代
Ｈ １３．５．１５Ｈ １１．５．１９永 田 時 夫４４代
Ｈ １４．５．１５Ｈ １３．５．１５田 中 泰 治４５代
Ｈ １５．４．３０Ｈ １４．５．１５立 道 正 規４６代
Ｈ １６．５．１７Ｈ １５．５．１９井 上 重 典４７代
Ｈ １７．５．１９Ｈ １６．５．１７野 田 勝 康４８代
Ｈ １８．５．１９Ｈ １７．５．１９加 藤 弘 道４９代
Ｈ １９．４．３０Ｈ １８．５．１９芦 田　 廣５０代

Ｈ １９．５．１６松 本 良 彦５１代

（２９番）
荒 川 浩 司

（１７番）
� 宮 泰 一

（５番）
奥 藤　 晃

（３０番）
足 立　 進

（１８番）
吉 見 純 男

（６番）
細 見 秀 樹

（３１番）
仲 林 清 貴

（１９番）
中 島 英 俊

（７番）
塩見卯太郎

（３２番）
永 田 時 夫

（２０番）
和 田　 久

（８番）
木 戸 正 �

・　副　議　長
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歴　代　議　長　
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（２１番）
松 本 良 彦

（９番）
審 良 和 夫

（１番）
稲 垣 司 郎

（２２番）
井 上 重 典

（１０番）
杉 山 金 三

（２番）
池 田 雅 志

（２３番）
塩 見　 仁

（１１番）
大 谷 洋 介

（３番）
福 島 慶 太

（２４番）
今 次 淳 一

（１２番）
大 西 敏 博

（４番）
吉 見 光 則

（２５番）
芦 田　 廣

（１３番）
武 田 義 久

（２６番）
竹 下 一 正

（１４番）
野 田 勝 康

歴代議長
退任年月日就任年月日氏　　　名歴順
Ｓ １２．５．２１Ｓ １２．４．２９

菅 沼 岩 蔵
初代

Ｓ １６．９．１８Ｓ １２．８．１８２代
Ｓ １７．５．２０Ｓ １６．９．１８３代
Ｓ ２１．３．１２Ｓ １７．６．１５森 本 丈 衛４代
Ｓ ２２．４．３０Ｓ ２１．３．２２菅 沼 岩 蔵５代
Ｓ ２４．５．１１Ｓ ２２．５．２０牧 野 源 太 郎６代
Ｓ ２６．３．３１Ｓ ２４．５．１１７代
Ｓ ３０．４．３０Ｓ ２６．５．８奥 田 慶 三８代
Ｓ ３２．５．２１Ｓ ３０．５．１３松 山　 翠９代
Ｓ ３４．４．８Ｓ ３２．５．２１奥 田 慶 三１０代
Ｓ ３５．１２．２１Ｓ ３４．５．１２足 立 小 右 ヱ 門１１代
Ｓ ３６．５．１５Ｓ ３６．１．１９

中 島 � 巳
１２代

Ｓ ３７．６．４Ｓ ３６．５．１５１３代
Ｓ ３８．４．３０Ｓ ３７．６．４１４代
Ｓ ３９．５．１２Ｓ ３８．５．１４松 山　 翠１５代
Ｓ ４０．５．１０Ｓ ３９．５．１２桐 村 正 巳１６代
Ｓ ４１．５．１２Ｓ ４０．５．１０� 日 久 一１７代
Ｓ ４１．５．２１Ｓ ４１．５．１２荻 野 善 夫１８代
Ｓ ４２．４．３０Ｓ ４１．５．２４松 山　 翠１９代
Ｓ ４４．５．１６Ｓ ４２．５．１１足 立 幸 次 郎２０代
Ｓ ４４．５．２７Ｓ ４４．５．１６中 路 善 夫２１代
Ｓ ４６．４．３０Ｓ ４４．５．２７足 立 幸 次 郎２２代
Ｓ ４７．５．１８Ｓ ４６．５．１４

� 日 久 一２３代
Ｓ ５０．４．３０Ｓ ４７．５．１８２４代
Ｓ ５２．５．２０Ｓ ５０．５．２２荒 木 信 一２５代
Ｓ ５４．４．３０Ｓ ５２．５．２０２６代

歴代副議長
退任年月日就任年月日氏　　　名歴順
Ｓ １２．５．２１Ｓ １２．４．２９松 山 幾 蔵

初代
Ｓ １４．８．３０Ｓ １２．８．１８２代
Ｓ １６．９．１８Ｓ １４．８．３０奥 田 佐 治 兵 衛３代
Ｓ １７．５．２０Ｓ １６．９．１８４代
Ｓ ２２．４．３０Ｓ １７．６．１５奥 田 久 作５代
Ｓ ２４．５．１０Ｓ ２２．５．２０坂 井 金 作６代
Ｓ ２６．４．２９Ｓ ２４．５．１１足 立 小 右 ヱ 門７代
Ｓ ２７．５．１５Ｓ ２６．５．８村 上 賢 治８代
Ｓ ２９．８．１７Ｓ ２７．５．１６中 島 � 巳９代
Ｓ ３０．４．３０Ｓ ２９．８．１８松 山　 翠１０代
Ｓ ３２．５．２１Ｓ ３０．５．１３和 田 栄 一１１代
Ｓ ３４．４．３０Ｓ ３２．５．２１中 島 � 巳１２代
Ｓ ３６．５．１６Ｓ ３４．５．１２� 日 久 一１３代
Ｓ ３７．６．４Ｓ ３６．５．１６井 上 俊 之 助１４代
Ｓ ３８．４．３０Ｓ ３７．６．４桐 村 正 巳１５代
Ｓ ３９．５．１２Ｓ ３８．５．１４荻 野 善 夫１６代
Ｓ ４０．５．１０Ｓ ３９．５．１２足 立 幸 次 郎１７代
Ｓ ４１．５．１２Ｓ ４０．５．１０中 路 善 夫１８代
Ｓ ４１．５．２４Ｓ ４１．５．１２小 山 高 夫１９代
Ｓ ４２．４．３０Ｓ ４１．５．２４足 立 幸 次 郎２０代
Ｓ ４４．５．１６Ｓ ４２．５．１１中 路 善 夫２１代
Ｓ ４５．３．１２Ｓ ４４．５．１６津 田 正 美２２代
Ｓ ４６．４．３０Ｓ ４５．３．１２正 木 丈 夫２３代
Ｓ ４７．５．１８Ｓ ４６．５．１４大 西 重 安２４代
Ｓ ４８．５．２５Ｓ ４７．５．１８２５代
Ｓ ５０．４．３０Ｓ ４８．５．２５牧 野 清 人２６代
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こ
の
た
び
、
福
知
山
市
議
会
が
発
足　

周
年
を
お
迎

７０

え
に
な
ら
れ
ま
す
こ
と
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

わ
が
ま
ち
福
知
山
市
は
、
昭
和　

年
４
月
に
京
都
府

１２

で
２
番
目
に
市
制
を
施
行
し
て
以
来
、
下
水
道
や
鉄
道
、

道
路
網
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
、
長
田
野
工
業
団
地
に

代
表
さ
れ
る
産
業
基
盤
整
備
な
ど
を
進
め
、「
北
近
畿
の

中
核
都
市
」
と
し
て
、
着
実
に
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成　

年
１
月
に
は
、
三
和
町
・
夜

１８

久
野
町
・
大
江
町
と
合
併
し
、
新
た
な
福
知
山
市
と
し

て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
常
に

市
民
福
祉
の
向
上
と
地
方
自
治
の
確
立
を
め
ざ
し
、
本

市
の
発
展
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
、
本
市
は
新
し
い
「
第
４
次
福
知
山
市
総
合
計

画
」
を
策
定
、
実
施
に
移
し
、「（
仮
称
）北
近
畿
の
都
セ

ン
タ
ー
」
を
は
じ
め
と
し
た
種
々
の
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

議
会
と
行
政
は
市
政
発
展
を
牽
引
す
る「
福
知
山
号
」

の
両
輪
で
ご
ざ
い
ま
す
。
住
民
自
治
の
理
念
に
基
づ
き
、

市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
福
知
山
市
を
「
北
近
畿
の
都
」

と
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
ま
い
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
議
会
議
員
の
皆
様
方
の
御
健
勝
と
、
一

層
の
御
指
導
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

お
祝
い
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

福
知
山
市
議
会
発
足　

周
年
に
よ
せ
て

７０
�

日

音

�

福
知
山
市
長

　
「
福
知
山
市
議
会
発
足　

周
年
」記
念
特
集
号
を
発
刊

７０

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
喜
び
に
た
え
な
い

と
こ
ろ
で
す
。
平
成
９
年
に
「
福
知
山
市
議
会　

年
」

６０

を
迎
え
て
か
ら
、
こ
の　

年
の
歳
月
の
間
に
隣
接
す
る

１０

三
和
町
・
夜
久
野
町
・
大
江
町
と
合
併
を
し
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
の
「
総
務
・
企
画
・
議
会
」
小
委
員
会
で

議
員
定
数
問
題
は
激
し
い
議
論
を
経
て
、
定
数
特
例
の

議
員
数　

名
を
選
択
い
た
し
ま
し
た
。
旧
３
町
議
会
に

３２

は
深
い
御
理
解
を
い
た
だ
き
結
論
を
得
ま
し
た
こ
と
は
、

当
時
、
小
委
員
会
委
員
長
を
務
め
た
ひ
と
り
と
し
て
終

生
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

合
併
後
、
市
域
が
拡
大
し
た
中
で
少
子
高
齢
化
社
会

対
応
の
施
策
な
ど
に
地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

各
議
員
は
切
磋
琢
磨
し
、
活
動
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

福
知
山
市
が
豊
か
な
自
然
と
共
生
し
、
安
心
・
安
全
・

快
適
な
環
境
都
市
と
し
て
着
実
に
発
展
を
遂
げ
て
い
く

過
程
に
お
い
て
、
市
議
会
は
重
要
な
責
務
を
担
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
御
指
導
、
御
鞭
撻
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
市
に
期
待
す
る
想
い

井

上

重

典

元
福
知
山
市
議
会
議
長

福知山市議会（合併前）福知山市議会（合併前）

３列目左から　福島慶太議員　審良和夫議員　竹下一正議員　杉山金三議員　大西敏博議員　吉見光則議員
２列目左から　武田義久議員　足立　進議員　野田勝康議員　加藤弘道副議長　田淵　弘議員　芦田弘夫議員　松本良彦議員　今次淳一議員　和田　久議員　渡辺麻子議員
１列目左から　荒川浩司議員　井上重典議長　和泉すゑ子議員　有　幸男議員　仲林清貴議員　永田時夫議員　立道正規議員　小野喜年議員　塩見　仁議員　芦田　廣議員
（平成１５年５月１２日撮影）
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福
知
山
市
議
会
が
、
こ
の
た
び　

周
年
を
記
念
し
、

７０

「
議
会
だ
よ
り
特
集
号
」
を
発
刊
さ
れ
ま
す
こ
と
誠
に

意
義
深
く
、
市
民
の
代
表
と
し
て
常
に
市
政
の
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
謝
意
を
表
わ
し
ま
す
と
と
も
に
衷
心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
こ
の　

年
間
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
、

７０

激
動
・
激
変
と
厳
し
い
試
練
の
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
戦
後
の
新
憲
法
の
も
と
地
方
自
治
法
施
行

に
よ
り
様
々
な
課
題
や
度
重
な
る
自
然
災
害
の
対
応
等
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
困
難
を
克
服
し
、
目
覚
し
い
発

展
を
遂
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
議

会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
並
々
な
ら
ぬ
御
尽
力

の
賜
で
あ
り
、
そ
の
御
労
苦
に
対
し
て
深
甚
な
る
敬
意

を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
、
平
成　

年
６
月
の
骨
太
の
方
針
の
中
で
、

１２

構
造
改
革
の
ひ
と
つ
の
柱
と
し
て
市
町
村
の
再
編
を
促

し
、
地
方
分
権
の
名
の
も
と
に
、
平
成　

年
１
月
、
多

１８

く
の
議
論
を
経
て
、
新
市
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現

下
の
市
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
住
民
の
価
値
観

の
多
様
化
と
と
も
に
一
層
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

合
併
理
念
の
も
と
創
意
と
工
夫
に
よ
り
議
会
の
活
性
化

を
図
り
、
豊
か
さ
と
安
ら
ぎ
が
実
感
で
き
る
、
個
性
あ

る
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
に
不
断
の
努
力
が
不
可
欠

か
と
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
議
会
の
益
々
の
御
発
展
と
関
係
各
位
の

御
健
勝
を
祈
念
し
、
期
待
と
お
祝
い
の
こ
と
ば
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
市
に
期
待
す
る
想
い

田

中

敬

夫

元
三
和
町
長

　

平
成　

年
１
月
１
日
に
合
併
し
、
新
「
福
知
山
市
」

１８

と
し
て
旧
１
市
３
町
の
市
民
が
安
全
で
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
、
魅
力
あ
る
地
域
を
将
来
に
わ
た
っ
て
築
い
て

い
く
こ
と
を
第
一
に
、
新
た
な
歴
史
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
ご
存
じ
の
通
り
、
地
方
の
広
が
る
悲
鳴
と

格
差
社
会
が
一
段
と
進
み
、
本
市
に
あ
っ
て
も
、
私
た

ち
の
故
郷
は
過
疎
・
少
子
・
高
齢
化
と
地
域
間
格
差
が

さ
ら
に
進
み
、
諸
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
「
第
４
次
福
知
山
市
総
合
計
画
」は
各
市
町
の
総
合
計

画
、
過
疎
計
画
の
理
念
や
、
取
り
組
ま
れ
て
き
た
施
策

事
業
を
引
き
継
ぎ
、
新
た
な
総
合
計
画
の
中
に
生
か
し

て
い
き
、「
新
市
建
設
計
画
」
そ
の
も
の
が
第
４
次
総
合

計
画
の
基
本
構
想
で
あ
り
ま
す
。
合
併
協
議
会
で
は
、

策
定
し
た
項
目
全
て
を
引
き
継
ぎ
、
市
域
の
均
衡
あ
る

発
展
と
格
差
是
正
の
施
策
を
行
い
、
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
あ
る
色
（
健
康
、
福
祉
、
農
工
一
体
、
教
育
）

を
大
切
に
し
、
合
併
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
、
全
市

民
が
実
感
で
き
る
施
策
を
す
る
と
確
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

新
市
に
期
待
す
る
想
い

木

戸

正

�

元
三
和
町
議
会
議
長

元三和町議会元 三和町議会

２列目左から　山本事務局長　吉見波治美議員　坂口由夫議員　細見　隆議員　大槻行信議員　岡部陽太郎副議長　河内良雄議員　細見　和巳議員　山本主任
１列目左から　西口文雄議員　藤田雅之議員　山口収入役　田中助役　田中町長　木戸正�議長　細見　茂議員　横田貞夫議員　吉見純男議員　木畑忠幸議員
（平成１５年５月８日撮影）
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福
知
山
市
議
会
が
発
足　

周
年
を
迎
え
ら
れ
、
こ
の

７０

た
び
、
意
義
深
い
記
念
誌
を
発
刊
さ
れ
ま
す
こ
と
に
深

甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　

年
の
歳
月
は
、
今
な
お
傷
跡
を
深
く
と
ど
め
る
大

７０
戦
を
越
え
て
、
復
興
と
繁
栄
を
目
指
し
た
昭
和
の
時
代

か
ら
国
際
社
会
の
主
要
な
地
位
を
占
め
る
現
在
ま
で
、

ま
さ
に
難
題
・
課
題
連
続
の
歴
史
で
あ
り
、
先
達
の
努

力
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
今
日
あ
る
こ
と
に
改
め
て
感
謝

を
捧
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

自
治
体
を
取
り
巻
く
情
勢
の
厳
し
い
中
で
、三
和
町
・

夜
久
野
町
・
大
江
町
の
３
町
が
合
併
さ
れ
発
足
し
た
新

「
福
知
山
市
」
も
、
２
年
の
歳
月
を
経
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
都
市
部
あ
り
、
止
ま
ら
ぬ
過
疎
と
高
齢
化
の

進
展
で
限
界
集
落
ぎ
り
ぎ
り
の
山
間
部
も
あ
る
圏
域
を

有
し
、
行
政
執
行
に
は
多
大
の
困
難
が
あ
ろ
う
と
拝
察

し
ま
す
が
、
未
来
を
委
ね
た
私
ど
も
の
合
併
時
点
の
想

い
を
再
認
識
願
い
、
過
去　

年
の
業
績
に
劣
ら
ぬ
市
政

７０

推
進
に
御
尽
力
賜
る
こ
と
を
切
望
い
た
し
ま
す
。

新
市
に
期
待
す
る
想
い

大
江
輝
久
夫

元
夜
久
野
町
長

　

１
市
３
町
の
合
併
に
よ
る
新
「
福
知
山
市
」
誕
生
の

大
き
な
節
目
の
時
期
に
、
福
知
山
市
議
会
発
足　

周
年

７０

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
ま

ず
も
っ
て
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
平
成　

年
１
月
１
日
、
新
し
い
福
知
山
市
が
発

１８

足
し
ま
し
た
が
、
そ
の
合
併
に
向
け
た
議
論
に
旧
夜
久

野
町
議
会
議
長
の
立
場
で
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

夜
久
野
地
域
で
は
集
落
部
で
過
疎
化
・
少
子
化
・
高

齢
化
が
著
し
く
、
ま
た
若
年
層
の
流
出
傾
向
も
続
い
て

お
り
、
後
継
者
問
題
や
限
界
集
落
も
数
多
く
、
地
域
の

活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
で
、
合
併
に
よ
る
行
政
経
費
の
削
減
や
各
種
事
業

の
効
果
的
実
施
な
ど
行
政
運
営
の
効
率
化
を
図
る
と
と

も
に
、
合
併
協
定
項
目
を
踏
ま
え
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を

充
分
に
汲
み
取
り
、
き
め
細
か
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
と
も
「　

世
紀
に
は
ば
た
く
北
近
畿
の
都　

福

２１

知
山
」
の
実
現
に
向
け
、
議
会
を
は
じ
め
市
政
に
携
わ

る
皆
様
方
の
御
尽
力
を
大
い
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

新
市
に
期
待
す
る
想
い

衣

川　

侑

元
夜
久
野
町
議
会
議
長

元夜久野町議会元 夜久野町議会

３列目左から　荻野事務局長　衣川利章議員　稲垣司郎議員　平田　勲議員　吉川　忍議員
２列目左から　中島書記　衣川清美副議長　衣川　侑議長　西垣大和議員　中島英俊議員　松本幸雄議員
１列目左から　小林利夫議員　小西　允議員　松本克己議員　西谷久男議員　田村敏明議員
（平成１５年２月３日撮影）
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市
議
会
発
足　

周
年
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

７０

も
に
、
市
の
発
展
と
市
民
生
活
の
安
定
・
向
上
の
た
め

に
御
尽
力
さ
れ
ま
し
た
歴
代
議
長
様
を
は
じ
め
、
議
員

各
位
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
　

年
の
変
遷
を
顧
み
ま
す
と
、
戦
時
の
苦
難
に
始
ま

７０
り
、
戦
後
の
混
乱
と
復
興
へ
の
邁
進
を
経
て
、
今
日
の

ほ
ぼ
成
熟
し
た
社
会
へ
と
、
ま
さ
に
激
動
の
時
代
で
あ

り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
時
々
の
局
に
当
た
ら

れ
た
御
苦
労
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
常
に
振
り
返
り
、
将
来
の
た
め
の
礎
と
も
道
標

と
も
す
べ
き
大
切
な
歴
史
で
す
。

　

今
後
、
待
ち
受
け
て
い
る
人
口
減
少
の
中
で
の
高
齢

化
社
会
は
、
国
家
に
も
地
方
自
治
体
に
も
想
像
を
超
え

る
困
難
を
も
た
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
克
服
す

る
一
つ
の
有
力
な
手
段
と
し
て
市
町
村
合
併
が
す
す
め

ら
れ
、
新
し
い
福
知
山
市
が
誕
生
し
て
２
カ
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
合
併
の
成
果
が
現
れ
る
に
は
、
な
お
時
間

を
要
す
る
で
し
ょ
う
が
、
合
併
協
定
の
理
念
を
踏
ま
え
、

最
大
限
そ
の
効
果
を
引
き
出
し
、
文
字
ど
お
り
「
北
近

畿
の
都
」
と
し
て
発
展
を
続
け
る
福
知
山
市
と
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
議
会
が
行
政
と
時
に
協
調
し
、

時
に
競
い
合
い
、
ま
た
市
民
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
積
極
的
に
活
動
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
止
み

ま
せ
ん
。

新
市
に
期
待
す
る
想
い

伊

藤

堯

夫

元
大
江
町
長

　
「
郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
え
」
と
い
う
諺
の
と
お
り
、

編
入
合
併
に
よ
る
合
併
は
「
郷
に
入
る
」
こ
と
で
あ
り
、

合
併
協
議
会
で
強
く
対
等
を
求
め
た
の
は
周
知
の
と
お

り
で
す
。
し
か
し
編
入
合
併
を
選
び
、
平
成　

年
に
合

１８

併
し
て
満
２
年
の
歳
月
が
経
過
す
る
中
で
、
当
初
は
旧

町
の
余
韻
が
残
り
、
心
理
的
負
担
が
大
き
く
大
変
な
戸

惑
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

大
江
町
の
よ
う
に
大
水
害
の
後
片
付
け
や
水
防
災
の

事
業
を
抱
え
て
お
り
ま
す
と
、
旧
町
の
よ
う
な
行
政
に

甘
え
た
組
織
形
態
で
急
に
新
市
組
織
に
溶
け
込
む
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
の
接
点
と
受
け
入
れ
態
勢
と
組
織
形
態

に
戸
惑
い
を
感
じ
ま
し
た
が
、
今
は
委
員
会
組
織
の
運

営
に
協
力
的
で
、
う
ま
く
「
郷
に
入
り
」
馴
染
む
心
を

持
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

世
の
中
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
地
域
づ
く
り
の
事

業
の
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
と
、
三
役
会
を
は
じ
め

役
員
が
常
に
奉
仕
の
心
で
協
力
願
え
る
こ
と
が
明
日
の

故
郷
を
作
る
原
動
力
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
自
ら
が

市
政
を
見
つ
め
、
仕
組
み
を
理
解
す
る
努
力
を
も
っ
て

常
に
前
向
き
に
、
未
来
志
向
を
意
図
し
て
す
す
む
以
外

に
道
な
し
と
存
じ
ま
す
。
い
つ
か
後
世
に
役
立
つ
こ
と

を
信
じ
、
今
は
稲
作
も
軽
率
に
考
え
て
い
る
が
、
時
代

は
常
に
巡
っ
て
お
り
、
不
況
な
時
ほ
ど
生
き
甲
斐
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
存
じ
ま
す
。

新
市
に
期
待
す
る
想
い

�

橋

宏

嘉

元
大
江
町
議
会
議
長

元大江町議会元 大江町議会

３列目左から　平野事務局長　倉橋　愿議員　�宮泰一議員　宮木　猛議員　�津次郎議員　山田主査
２列目左から　荒賀一實議員　真下裕充議員　井上義治議員　高橋　進議員　高宮辰郎議員　河田正志議員　大槻富美子議員
１列目左から　奈良井収入役　荒賀助役　伊藤町長　�橋宏嘉議長　新井太一郎副議長　塩見季三郎議員
（平成１５年５月１９日撮影）

新宮助役
（平成１５年５月２０日就任）
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編
集
後
記 

夜久野町 
100.99平方㌔ 

大江町 
96.81平方㌔ 三岳 

25.32平方㌔ 

金谷 
13.44平方㌔ 

上川口 
21.28平方㌔ 

上豊富 
33.82平方㌔ 

下豊富 
23.36平方㌔ 

庵我 
16.59平方㌔ 

佐賀 
9.49平方㌔ 

雀部 
9.18平方㌔ 
雀部 

9.18平方㌔ 

下六人部 
16.97平方㌔ 

上六人部 
16.14平方㌔ 

三和町 
90.53平方㌔ 

下川口 
7.40平方㌔ 

金山 
23.72平方㌔ 

旧町 
0.75平方㌔ 
旧町 

0.75平方㌔ 
西中筋 
7.69平方㌔ 
西中筋 
7.69平方㌔ 

曽我井 
11.79平方㌔ 
曽我井 
11.79平方㌔ 

雲原 
14.19平方㌔ 

中六人部 
13.11平方㌔ 
中六人部 
13.11平方㌔ 

大正７年４月１日合併（１１．７９平方㌔） 
総面積 １２．５４平方㌔ 

昭和１１年１０月１日合併（４９．１３平方㌔） 
総面積 ６１．６７平方㌔ 

昭和２４年４月１日合併（４８．９１平方㌔） 
総面積 １１０．５８平方㌔ 

昭和３０年４月１日合併（１１４．１７平方㌔） 
総面積 ２５４．７５平方㌔ 

昭和３１年９月３０日合併（９．４９平方㌔） 
総面積 ２６４．２４平方㌔ 

平成１８日１月１日合併（２８８．３３平方㌔） 
総面積 ５５２．５７平方㌔ 

摘要投票率
（％）

投票者
数（人）

有権者
数（人）

議員定
数（人）

立候補者
数（人）選挙期日選挙

区域

市制施行に伴う選挙９２．４０５，７３９６，２１１３０５１Ｓ１２．４．２２
　
　

全議員辞職に伴う選挙８３．６０５，０１４６，３５８３０３６Ｓ１２．８．８

９０．００５，２７２５，８５５３０４１Ｓ１７．６．４

新選挙法による第１回統一選挙８７．３２１７，３５８１９，８７８３０９３Ｓ２２．４．３０

西中筋村・下川口村・上豊富村と合
併後の選挙９４．３４２３，８８７２５，３１９３０６８Ｓ２６．４．２３

　　

上川口村・金谷村・三岳村・金山村・
雲原村・下六人部村・中六人部村・
上六人部村と合併後の選挙

９１．８０３３，７０８３６，７１７３４５７Ｓ３０．４．３０

　　

佐賀村と合併後の選挙９０．５７３５，００１３８，６４５３４４４Ｓ３４．４．３０
　　

９０．１２３４，２９７３８，０５９２６４２Ｓ３８．４．３０

９０．４２３３，９７１３７，５６９２６４２Ｓ４２．４．２８

８９．７７３５，４８３３９，５２６２６３４Ｓ４６．４．２５

８８．５４３６，６３７４１，３７８２６３４Ｓ５０．４．２７

８８．５１３８，５３６４３，５４１２６３６Ｓ５４．４．２２

８５．６３３８，７０３４５，１９６２６２８Ｓ５８．４．２４

８０．２０３７，１１５４６，２７７２６２８Ｓ６２．４．２６

７６．４４３６，７４３４８，０６８２６２９Ｈ３．４．２１

７２．２０３５，８２６４９，６２０２６２８Ｈ７．４．２３

７２．１９３７，３１０５１，６８４２６２９Ｈ１１．４．２５

６７．１５３５，１５３５２，３５３２６２８Ｈ１５．４．２７

三和町・夜久野町・大江町との合併
に伴う増員選挙　各選挙区を合算６９．１７８，５７０１２，３９０６１３

Ｈ１８．２．１２

　　

三和町選挙区６８．７６２，５４６３，７０３２５

夜久野町選挙区７２．６１２，９１３４，０１２２４

大江町選挙区６６．５５３，１１１４，６７５２４

合併特例により、福知山中央選挙
区・三和町選挙区・夜久野町選挙
区・大江町選挙区に分かれて実施
（福知山中央選挙区は無投票）、立
候補者数・議員定数・有権者数は全
選挙区、有権者数・投票者数は選挙
が実施された３選挙区を合算

７８．０３９，４８４６５，１１２３２３５

Ｈ１９．４．２２

　　

福知山中央選挙区－－５２，９５７２６２６

三和町選挙区７５．２４２，７４１３，６４３２３

夜久野町選挙区７９．６３３，１１５３，９１２２３

大江町選挙区７８．８７３，６２８４，６００２３

過去の市議会議員選挙の選挙区と選挙結果
（補欠選挙は除く）

合併による増員選挙議員
（平成１８年２月１２日執行）

三和町選挙区

夜久野町選挙区

大江町選挙区

吉見純男議員

吉川　忍議員

奈良井敏弘議員

田中正臣議員

中島英俊議員

�宮泰一議員※写真はアイウエオ順

　

福
知
山
市
は
今
年
で
合
併
３
年
目
を
迎
え
、
い

よ
い
よ
合
併
の
成
果
を
問
わ
れ
る
年
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
市
議
会
発
足　

周
年
記
念
特
集
号
の
発

７０

刊
に
あ
た
っ
て
は
、
合
併
時
に
大
変
御
苦
労
い
た

だ
き
ま
し
た
当
時
の
市
・
町
議
会
議
長
様
、
市
・

町
長
様
か
ら
、
合
併
３
年
目
を
迎
え
る
市
議
会
・

行
政
に
期
待
す
る
想
い
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

私
た
ち　

名
の
議
員
は
、
こ
の
想
い
を
大
切
に

３２

し
、
約
８
万
３
０
０
０
人
の
市
民
の
皆
様
全
て
が

「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
議
会
発
足　
８０

周
年
の
年
に
は
、

だ
れ
も
が
住
ん
で

よ
か
っ
た
、
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
「
北
近
畿

の
都　

福
知
山
」

が
実
現
し
て
い
る

こ
と
を
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
御
指
導
、
御

鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議会だより特集号編集委員会

　
　

議
会
だ
よ
り
特
集
号
編
集
委
員
会

委
員
長　

永　
田　
時　
夫


